
（様式第３号）
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□　a.期待以上

■ b.期待どおり

□　c.やや下回る

□　d.期待以下

　最終予算額　 （Ａ) 国庫・県単

　決　算　額 （Ｂ) 実施方法

Ｂ(H21はＡ）のうち一般財源

 従事する職員数

 概算人件費　  （Ｃ）

　概算事業費　（Ｂ(H21はA)＋Ｃ）

  □　余地なし ■　当面余地なし □　余地あり

　□　余地なし ■　当面余地なし □　余地あり

　□　余地なし ■　当面余地なし □　余地あり

事業内容
　地域固有の課題に対応した森林づくり関連施策で、「長野県森林づくり県民税」の趣旨に即した事業に対する補助
　（補助率：ソフト事業10/10以内、ハード事業2/3以内）
　森林整備の推進、間伐材利用の促進、県民参加による森林づくりの促進、その他特に必要と認められる事業

実施期間 H20 H24 根拠法令等 森林づくり推進支援金交付要綱、同実施要領、同選定要領

【課題の特定（事業の実施により解決しようとする課題は何か）】

　地域における住民の意向や実情、固有の課題に精通している市町村が実施する、きめ細かな森林づくり関連施策に対して
支援を行う必要がある。
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事業の
目　的

　森林づくり県民税を活用し、地域固有の課題に対応した森林づくりを進めるための市町村の取組を支援する。

【現状（事業の目的との間にどのようなギャップがあるか）】

　森林づくり関連施策を推進していく上で、市町村ごとに異なる特性、課題を持っている。
　　（例：間伐等の森林整備事業に対する支援、松くい虫被害や鳥獣被害の状況等）

【原因分析（ギャップが発生している原因は何か）】

　森林づくり関連施策は各地域で必要であるが、市町村の財政状況等から、その対応が十分出来ていない。
事業の
必要性

― 7,149

千円 ― 107,140

森林づくり県民税基金　繰入金
99,991

補助金：99,991

1.00

7,149

137,149

99,991 ― 補助

― 0 0 歳出節別
内訳等

（単位：
　　千円）

― 1.00

20年度 21年度（当初） 20年度の概要

千円 ― 100,000 130,000 県単

19年度

・既存の補助事業では対応できない、地域の固有の課題
に応じた決め細かな事業展開が可能であることから、市
町村からのニーズが高い。

  ■　増加 □　横ばい □　減少

左記以外の20年度の実績

支援金事業実施市町村数 ― 81 80 実施内訳
・森林整備　　　　　　　　　82,296千円　103件
・間伐材利用　　　　　　　 　9,477千円　 21件
・県民参加の森林づくり    6,315千円　　15件
・その他特認事業　　　　　 1,903千円　　 9件

20年度 21年度（予定）19年度

内線

E-mail
森林づくり推進支援金
(森林づくり県民税活用事業）

中期総合計画主要施策番号 担
当
課

3213

rinsei@pref.nagano.jp

成
果
と
達
成
状
況

事業の目指す成果 達成度（期待どおり）の判定基準（H20) 達成状況 評価

市町村における森林整備事業への支
援や独自の取組の拡充により、森林づ
くりの着実な推進を図る。

地域固有の課題に対応した森林づくり関
連施策を県内全市町村で事業実施す
る。

県内の８１市町村において、森林整備事
業への支援や間伐材利用など地域独自
の課題に応じた148の事業が実施され
た。

平成21年度事務事業評価シート （20年度実施事業分）

1-01,1-02,5-06 林務部　森林政策課部・課事業番号

市町村

事
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ス
ト

区　　分 単位

人

千円

事　業　名

―

事
業
実
績

内　　容 単位

千円

千円

　概　算
　人件費

事
 
業
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区　分 判　定　・　説　明

事業のニーズの変化

県の関与を見直す余地

有効性を高める余地

効率性を高める余地

課題の総括
　当該支援金による事業実施に関する情報は、「みんなで支える森林づくり地域会議」、「みんなで支える森林づくり
県民会議」及びホームページ等を通じて公表するなど、それぞれの市町村の取組内容などを情報共有しながら、よ
り効果的に活用されるように努める。

判
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明


